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YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ片開きﾄﾞｱ TT ｹｰｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同等品

2㎜樹 脂板

寸 　 法
形 　 状
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2
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木製片開きﾄﾞｱ 木製ｸﾛｰｾﾞｯﾄﾄﾞｱ：折戸ﾀｲﾌﾟ

YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ両開き戸 JA ｹｰｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同等品

6

ﾊﾝﾄﾞﾙ引手､直付下枠(ｱﾙﾐ)他､標準金物一式
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ＷＷ 木製片引き戸
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1,643

1

YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ片引き戸 B20 ｹｰｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同等品

化粧引手､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾗｳﾝﾄﾞﾚｰﾙ／埋込沓摺(ｱﾙﾐ)他､一式

2
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1

YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ片引き戸 YG1 ｹｰｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同等品

2,433

3
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木製片引き戸（2枚建て）

2
,0

3
3

1

YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ片引き戸 YG1 ｹｰｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同等品

2
,0

3
3

1,323

木製トイレ片引き戸

2㎜ 樹脂 板

4㎜樹 脂板

4㎜樹 脂板

化粧引手､表示錠､ﾗｳﾝﾄﾞﾚｰﾙ／埋込沓摺(ｱﾙﾐ)他､一式

木製片引き戸

2

2㎜樹脂 板

化粧引手､表示錠､ﾗｳﾝﾄﾞﾚｰﾙ／埋込沓摺(ｱﾙﾐ)他､一式

1,643

明かり窓

2
,0

3
3

化粧引手､空錠､ﾗｳﾝﾄﾞﾚｰﾙ／埋込敷居(ｱﾙﾐ)他､一式

化粧引手､空錠､ﾗｳﾝﾄﾞﾚｰﾙ／埋込敷居(ｱﾙﾐ)他､一式

ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる) ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる) ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる) ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる)

ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる) ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる) ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる)

建 具 記 号 . 型 式

建 具 記 号 . 型 式

丸座ﾊﾝﾄﾞﾙ､空錠､埋込沓摺(ｱﾙﾐ)､ｽﾄｯﾊﾟｰ他､金物一式

ＷＷ
6

1,600

2
,0

3
3

木製片引き戸・アウトセット

ｵﾚﾌｨﾝ化粧ｼｰﾄ(ｶﾗｰ:打合せによる)

化粧引手､表示錠､ﾏｸﾞﾈｯﾄｶﾞｲﾄﾞﾋﾟﾝ他､一式

YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ片引き戸 TC ｹｰｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同等品 YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ片引き戸 TC ｱｳﾄｾｯﾄ仕様同等品YKK ﾗﾌｫﾚｽﾀ片引き戸ﾄﾞｱ TC ｹｰｼﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ同等品

1 1
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  ＜造り付け家具工事 共通事項＞

・ 各家具形状・寸法・高さ

1．確認事項

・ 表面材の確認：ポリ化粧合板・・・・・木目調ポリ板

・ 基準材：ポリ化粧合板フラッシュ  t ＝ 25

・ 設錠の有無

下足棚

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

化粧把手

 ｔ＝25
天端･ﾎﾟﾘ板ﾌﾗｯｼｭ 

ｱﾙﾐﾀﾞﾎﾞﾚｰﾙ 

480

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

～＠100内外
ｽﾃﾝﾀﾞﾎﾞ～＠50内外

食品棚

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

ｱﾙﾐﾀﾞﾎﾞﾚｰﾙ 
～＠100内外

ｱﾙﾐﾀﾞﾎﾞﾚｰﾙ 
～＠100内外

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

化粧把手

・ ダボピッチの確認

ｱﾙﾐﾀﾞﾎﾞﾚｰﾙ 
～＠100内外

ｱﾙﾐﾀﾞﾎﾞﾚｰﾙ 
～＠100内外

ｱﾙﾐﾀﾞﾎﾞﾚｰﾙ 
～＠100内外

食品棚

雑 棚

脱衣雑棚

ｽﾃﾝﾀﾞﾎﾞ～＠50内外

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

 ｔ＝25ﾎﾟﾘ板ﾌﾗｯｼｭ 

可動ﾀﾅ ｔ ＝ 20

 ｔ＝25ﾎﾟﾘ板ﾌﾗｯｼｭ 

( L金物)

( L金物 )
2階 洗濯機上部ﾀﾅ

1階 洗濯機上部ﾀﾅ

・ 家具設置廻り壁：12㎜構造用合板下地

※ 玄関ホール：下足棚 (1ヶ処)

※ キッチン：食品棚 (1ヶ処) ※ ダイニング：食品棚 (1ヶ処)

※1･2階 ＷＣ：雑棚 (2ヶ処)

450

※1階 脱衣室：雑棚 (1ヶ処)

 ｔ＝25ﾎﾟﾘ板ﾌﾗｯｼｭ 

※1階 洗濯室：雑棚 (1ヶ処)

※2階 洗濯室：雑棚 (1ヶ処)

   家 具 詳 細 図
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※ UB据付高調整範囲 174～224mm （据付面～UB.FL）
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展開方向Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

A  面

C  面

B  面

UB.FL下端

ドア枠

1
92

D  面

■ システムバスルーム仕様 (LIXIL製品同等)

■システムバス仕様 BKW-1416LBF-C＋HLR

        フタ：薄型保温２枚組みフタ､マグネット組みフタフック

床   ：キレイサーモフロア､くるりんポイ排水口

        丸洗いカウンター､マグネットＷ 300タナ ２ヶ処､マルチバー180 １ヶ処

マグネットミラー：ＫＧＭ－２８５８Ｍ､窓額縁

天井：換気乾燥暖房機 ＵＦＤ－１１２Ａ､スリムレクタ照明

扉   ：折れ戸

50

150
3
23

33
0

砕石(ｔ＝250)

UＢ設置による土間ｺﾝｸﾘｰﾄ (ｔ＝80)

せき板

※ ユニットバス設置土間部分詳細
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A-28  ユ ニ ッ ト参 考 図  2-1  (ユ ニ ッ ト バ ス )

浴槽：ＴＲ ミナモ浴槽､サーモバス､プッシュワンウェイ排水栓

壁   ：ハイクラスパネル､一面・アクセントパネル
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FTV2N-605SY-W/LM2W

 扉カラー：LM2 クリエモカ 材質：オレフィン化粧板

 洗面器カラー：W　ピュアホワイト(BW1)

 水栓金具：シングルレバー洗髪シャワー水栓(エコハンドル仕様)

 排水器具：プッシュワンウェイ式排水栓(ラクとれヘアキャッチャー・ヘアキャッチャー付・フタ着脱式)

 排水トラップ：床排水・壁排水兼用トラップ(直管・呼び径32mm)

■ミラーキャビネット仕様

 照明(定格消費電力)：電球形LED照明40W形×1灯(4.2W)

 くもり止めコート仕様(左鏡)・トレイ5個付

 コンセント2個(外付1個・内部1個)  コンセント許容電力合計1300W以下(内部コンセント含む)

1/30

■化粧台本体仕様

 扉カラー：LM2 クリエモカ 材質：オレフィン化粧板

 洗面器カラー：W　ピュアホワイト(BW1)

 水栓金具：シングルレバー洗髪シャワー水栓(エコハンドル仕様)

 排水器具：プッシュワンウェイ式排水栓(ラクとれヘアキャッチャー・ヘアキャッチャー付・フタ着脱式)

 排水トラップ：床排水・壁排水兼用トラップ(直管・呼び径32mm)

■ミラーキャビネット仕様

 照明(定格消費電力)：電球形LED照明40W形×2灯(8.4W)

 くもり止めコート仕様(中央鏡)・トレイ7個付

 コンセント1個　コンセント許容電力1300W以下

MFTV2-753TXJU

FTV2N-755SY-W/LM2W

MAJX2-602TZJU-T
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専用エンドパネル取付

レンジフード用化粧パネル

レンジフードシロッコファン

吊戸棚 Ｈ７００･ダウンウォール付

吊戸棚 Ｈ７００

2,400

1,800 600

（流し台） （ＩＨ調理器台）6
5
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T3ZWA6Q090WJ1/L 開き扉・ダウンウォール付

Ｂ３９／ＡＳＲシロッコファン ASR934SIRT

レンジフード用化粧パネル TR090X066ASWJ1/ 金具シルバー

吊戸棚 Ｈ ７００

吊戸棚 Ｈ ７００ T3ZWA6Q060WJ1/L
8
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品
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シリーズ： ＫＡ－１

Ｋ●ＫＨ０６０◆Ｎ＃Ｎ

コンロ台　ガス栓穴なし　

製
品
名

シリーズ：

専用エンドパネル取付

2
3
0

■ 吊戸棚仕様 (LIXIL製品同等)

■流し台･コンロ台仕様 (LIXIL製品同等)

■化粧台本体仕様

■ 洗面化粧台仕様 (LIXIL製品同等)･１階：脱衣室・２階：洗濯室

■ 洗面化粧台仕様 (LIXIL製品同等)･１階：廊下

600

170

 

排気ダクト径150
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58
0

開き扉・中棚

吊戸棚

ＧＫＦ･ＧＫＷ ＧＫＦ･ＧＫＷ

キャビネット　標準仕様　

底板　ステンレス貼り仕様　 底板　ステンレス貼り仕様　

1
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50

A-29ユ ニ ッ ト 参考 図 2-2  (流 し 台 ・ 洗 面化 粧台)

専用サイドパネル取付

Ｗ９００・シルバー・右勝手・３芯､オイルフィルター他､一式
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管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

N T S

　 木 質工 事 特 記 仕 様 書 （ １）

（dはボルト径）

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

　□柱：（　　　）　mm

　□梁：（　　　）　mm

・集成材、構造用単板積層材

　　短辺：　□　±1.5ｍｍ　　　

・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ

 □製材　　　化粧材：A種　　　　　野物材：　　　　　　　　板材：

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

　　□　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下　　　

　　□　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5ｍｍ、－0ｍｍ以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

　　□　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

　　□　ボルト接合工法の場合　　　：　±5ｍｍ以下

　　長辺：　□　±1.5％かつ±5ｍｍ以下

　　材長：　□　±5ｍｍ以下　　　□　（　　　　　　　　）

・ボルト穴径：ｄ+2.0ｍｍ

（３）表面仕上げ

（４）面取り

（dはボルト径）

（１）刻み時の注意

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工

　法用の一般的な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、９．軸組構法接合部標準仕様

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和　年建設省告示　  　号」による。

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）

（１）仕口、継手の原則

・採用する方法は監理者の承諾を得る。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

　子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

　の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　　　、側材　　

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

（３）木ネジ接合

　による。

（２）釘接合

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　　　、側材　　

0.6ｄ

0.8ｄ
（dはボルト径）

0.8ｄ

1.0ｄ

56 1110

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら

（６）ドリフトピン接合

・ドリフトピンは孔に密着させる。

　ものについては再度締め直しを行う。

　ことを確認する。

　を完了する。

　については再度締め直しを行う。

（５）コーチスクリュー接合

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・ネジ部の先孔の径：比重　  以上の樹種・・・ネジ径の　 ～　 ％

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

　ずる。

　ない。

（４）ボルト接合

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の 　～　 ％

　　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

0.4 60 70

40 70

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に

　際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ

　の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監理者の承諾を得る。

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ

　て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

（７）ジベル接合

　は再度締め直しを行う。

（８）既成金物の接合

（１０）その他の方法による接合

（９）接着接合

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪

や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが

発生するため避ける。　　　□　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分

な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（１）輸送計画

（２）集積・保管

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　に監理者に報告し対応策を協議する。

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　アンカーボルト径、間隔

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

　　□　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　□建物の倒れ　　　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　　　：　□　e≦Ｌ／ 700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□建物のわん曲　　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

　　□通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

（６）建方精度

（７）施工状況の検査

・アンカーボルト施工時の立会い検査

・地組み時の立会い検査

・建方時の立会い検査

・建方後の施工状況の検査

・最終確認

・建方の精度基準は下記による。　

　　□柱据え付け面の高さ及び位置

（５）アンカーボルトの施工

（４）施工時の安全性

　　□　建方計画書の提出　

（３）建方計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

   木 質 工 事 特 記 仕 様 書 2-1

１．木材の加工

２．接合

３．運搬・建て方
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図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

N T S

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

腰掛け蟻継ぎ

腰掛け鎌継ぎ

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

（１）横架材同士の継手

　　　　　　　　　　　　　：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

追掛け大栓継ぎ

尻挟み継ぎ 鋼板挿入

ドリフトピン

金輪継ぎ

材幅
の3
～3
.5倍

男木

男木

女木

女木

継手位置

短冊金物

アンカーボルト

男木

男木

女木

女木

柱

台持ち継ぎ

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を

　確認する。

（２）柱の継手

（３）横架材どうしの仕口

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして

　もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

羽子板ボルト

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

女木

2
3

男木

h程
度

大入れ蟻掛け

柱

あご

女木

男木

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

（４）柱と横架材の仕口

短ほぞ差し

山形プレート止め
＋

横架材

山形プレート

（クレテック金物）

梁受け金物の例

柱

横架材

込み栓止め

長ほぞ差し

片持ち梁

渡り顎掛け

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

ほぞ差し

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は山形

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

ボルト（M12標準）

扇ほぞ差し

傾ぎ大入れ

ほぞ差し

短冊金物

（５）筋かい端部

（６）火打ち、方杖

（７）小屋束の上下端部

　プレート止めとする。

・角材を用いる場合の端部は、

傾ぎ大入れ＋ボルト締めとする。

傾ぎ大入れ

襟輪小根
ほぞ差し 寄せ

２．土台の出隅入隅部

かね折り金物

小胴付きほぞ差し

小屋束

筋かいプレート

（同等認定品）

ひら金物

ほぞ差し
寄せ

落とし蟻

小屋梁

もや

   木 質 工 事 特 記 仕 様 書 2-2

　木質工事特記仕様書（２）

４．軸組構法接合部の標準仕様
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＜内部基礎立上り配筋図＞

上段：長辺方向  D13～＠200
下段：短辺方向  D13～＠200

　種類　　SD295
D13 　種類　　SD295

1－D13

　※ 立上り上端主筋　　

　 種 類 　 　 SD295
1－D13

　 ※ 立 上 り下 端 主 筋 　 　

　※ 底盤補強筋 (ｼﾝｸﾞﾙ配筋)　　
　種類　　SD295

D13～＠200 (端部：ﾌｯｸ加工)

根入れ深さ(外周部)

底盤地上高さ

　種類　　SD295
D13～＠200 (端部：ﾌｯｸ加工)
腹筋  1－D13

腹筋  2－D13

　※ せん断補強筋　　

　※ せん断補強筋　
32
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せん断補強筋 D13～＠200

土台：120×120

腹筋 1－D13

基礎天端

設計 G L

基礎梁上端主筋 1－D13

    基礎天端：ﾚﾍﾞﾗｰ施工
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鋼製束

＜外部廻り基礎配筋図＞ ＜基礎立上り人通口部斜補強筋詳細図＞

ベタ基礎スラブ配筋表

底盤地上高さ底盤厚(ｽﾗﾌﾞ) 短辺(主筋) 長辺(配力筋) 備 考

S1. S2 ｔ＝ 150 Ｈ＝ 50 D13～＠200 D13～＠200 ｼﾝｸﾞﾙ配筋

S3. S4 ｔ＝ 150 Ｈ＝ 50 D13～＠200 D13～＠200 ｼﾝｸﾞﾙ配筋

符号
位置

150 150

150

1
50

9
0

6
0

1
50

150

90 60

芯

芯

※ 外周部の基礎立上り芯割図

＜外部＞

＜外部＞＜内部＞
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※ ホールダウン金物図
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Ｓ＝1／100  基礎伏図

 防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷き （t＝0.15）  防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷き （t＝0.15）

砂利地業 (ｔ＝ 250･再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ) 砂利地業 (ｔ＝ 250･再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ（ｔ＝150）ｺﾝｸﾘｰﾄ（ｔ＝150）

基礎パッキン敷き

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計
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ワイヤーメッシュ 6φ 100

ＵＢ設置による土間ｺﾝｸﾘｰﾄ (ｔ＝80)

2
,6

0
0

90 60

930

ワイヤーメッシュ 6φ 100

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ (ｔ＝120)

砕石 (ｔ＝195)

※テラス･土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(別図参照)

ＬＰＧ置場

■ 基礎の種類・・・ベタ基礎 (根入れ:ＧＬ-３００)

■ 支持地盤・・・砂質土 (ＧＬ-３００)

■ 地盤の許容支持力・・・114.0 ｋN／㎡

■ 地盤調査・・・ＳＷＳ試験調査(別紙報告書による)

■ 基礎コンクリート仕様

■ 

 普通コンクリート  Ｆc ＝ ２１+３Ｎ／mm2

 
スランプ：１８ｃｍ

 温度補正ナシ

■ 鉄筋工事・・・ＳＤ２９５Ａ

■ 

A-32

階段下部
物入

500

ＡＢＴ：Ｌ＝４５０以上（埋込み長さ：２５０以上）

■ ＡＢＴ：Ｍ１２＋座金 4×40×40･１４φにより緊結
～＠１.５００以内又は土台継手
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縮尺
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図
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1/100・1/40１ 階 床 伏 図

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事   第   L-65   号

    第  298693  号
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管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録
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居室 ②

及び芯移動表示
通し柱の割芯図管柱の割芯図

内

※ 管柱の芯

柱:105角 柱:120角

※ 105角管柱芯を基準とする。

〓注　記〓

剾 剾
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土台

基礎

以内

10
5～

12
0

芯

※ ホールダウン金物図
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設計 G L

アンカーボルト Ｍ12

ホールダウン金物

アンカーボルト Ｍ12

管
柱

※ﾃﾗｽﾃﾞｯｷ･既製品床組み(別図参照)

ﾃﾗｽ柱:既製品(75×75)

基礎パッキン敷き剾 剾

床下点検口(600×600)
ｱﾙﾐ枠･断熱ﾀｲﾌﾟ､1ｹ処
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凡 例

※ 木材は乾燥材を使用。接合金物一式は(Ｚ)マーク表示規格品を使用

□ 土台・桧：120×120(基礎パッキン敷き)

□ JISの構造用製材に規定する保存処理性能区分Ｋ３相当以上の防腐、防蟻措置

   の加圧注入方式の土台又は同等品を使用。

※ 防腐：防蟻処理：G L + 1,500まで

防腐､防蟻措置 通シ柱(桧1等材)   ：120 × 120

１階の管柱(杉1等材)：120 × 120 根太(杉1等材)： 60 × 45 ～＠303

Ｆ  １１階の管柱(杉1等材)：105 × 105 大引(杉1等材)：105 × 105

１ 階 床 伏 図 凡 例

 土    台 ： 120 × 120 (桧1等材)  火打土台(桧1等材) ： 105 × 45（Ｎ90）釘2本打ち

□ 屋根の仕様・・・・・・・金属板葺き

□ 壁の仕様表・・・・・・・サイディング

□ １階の階高・・・・・・・3.000 以下

□ ２階の階高・・・・・・・2.900 以下

□ 標準せん断力係数Ｃ0 ・・0.2 

□ 太陽光発電設備等・・・・なし

□ 床面積比・・・・・・・・62.95 ／ 110.46 ＝ 0.57

□ 早見表      ：1階・1／27 105 以上

               2階・1／31  90 以上  

               2階・1／37.6    73以上   

□ 表計算ツール：1階・1／28.1   100以上

■ 以上により  ：1階柱小径 ＝ 105 

               2階柱小径 ＝ 105

□ 柱の仕様・・・・・・・・杉1等材

※ 柱の必要小径の検討

A-33
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羽子板 BT－Ｍ12

※ 添え梁部分詳細図

根太(杉1等材)： 60 × 45 ～＠303

･ 小屋束(杉1等材) ・・ 105 × 105 

･ スミ木(杉1等材) ・・ 105 × 120 

･ 母  屋(杉1等材) ・・ 105 × 105 

･ 棟  木(杉1等材) ・・ 105 × 150            　　

 ･ 火打材(杉1等材) ・ 105 × 105(Ｍ12－ＢＴ)

･ 基準屋根勾配  ・・ 3.5 ／ 10

※ 木材は乾燥材を使用。接合金物一式は(Ｚ)マーク表示規格品を使用構造用合板ｔ＝15mm捨て貼り

階下の管柱(杉1等材)位置：105 × 105

階下の管柱(杉1等材)位置：120 × 120

２階の管柱(杉1等材)位置：105 × 105

･ 垂木(杉1等材) ・・ 60 × 45 ～ ＠ 333，釘打ち(N120㎜）＋ ひねり金物

通シ柱(桧1等材)位置：120 × 120 Ｆ  ２

(2階床組み)

柱  凡  例 ２ 階 床 伏 図 凡 例 各 階 小 屋 伏 図 凡 例
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8
60

9
3
0

120×330 120×330

添え梁： 120 × 330 (BT－2M12)

6
0
0

  120×330

(－325.5 下り)

1
20

×
3
30

1
20

×
3
30

6m材使用(継手ナシ)： 120 × 330 

105×210

※ 特記無き材(繋ぎ材等)

･105×120とする

※ 継手等の取合いにより
   必要に応じて添え柱の取付を行う

10
5
×

21
0

10
5×

18
0

5
0
0

5
0
0

105×240

105×240

105×180105×180

A-34



図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

1/100

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y 6

Y 7

Y 8

Y 9

Y10

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

X13 X14 X15 X16 X17X12X11X10X9X8X7X 6X5X4X3X2X 1 X13 X14 X15 X16X12X11X10X 9X 8X7X6X5X4

Ｓ＝1／100

1,450 410

2,390

脱衣室

下足棚

玄 関 ホール

面談室

階段下部
物入

廊 下

倉 庫

ダイニング

UB1416
浴 室

ＷＣ

洗面

日用品
収  納

廊 下

ポーチ

食
品
棚

ＰＳ

キッチン リビング

1
,8

9
5

96
5

9
30

廊 下 洗面･洗濯

14,880

2,790 6,510 2,790 2,790

2,390 400

1,100 1,690 1,860 2,790 930 1,655 1,600 1,395 1,860

7,440 7,440

14,880

居室 ③ 居室 ④ 居室 ⑤ 居室 ⑥

3
,7

20
2
,8

6
0

1
,7

9
0

8
,3

7
0

3
,7

20
2
,8

6
0

1
,7

9
0

9
6
5

1
,8

9
5

3
,7

20
1
,9

3
0

2,790 2,790 2,790 2,790

11,160

1,450 4,130 2,790 1,860 930

11,160

8
50

8
50

8
50

8
50

3
,7

20
2
,8

6
0

6
,5

8
0

1,7001,700

8
50

8
50

ＰＳ

収納

Ａ

事務室

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ
収納

Ｂ

洗濯･乾燥

ＣＣ

Ａ
Ａ

Ａ

ＡＡ

ＰＳ ＰＳ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

ＰＳ

ＰＳ

ＷＣ･雑棚

Ｄ

Ａ

収納
Ｂ

収納
Ｂ

収納
Ｂ

収納
Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

ＷＣ Ｃ

ＰＳＷＣ･雑棚Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

１階 天井伏図 Ｓ＝1／100２階 天井伏図

 ビニルクロス貼り ｔ9.5 石膏ボード貼り

 ビニルクロス貼り ｔ9.5 石膏ボード貼り

 ビニルクロス貼り ｔ9.5 石膏ボード貼り

下     地 仕    上

天    井
備    考

廻り縁

 基材:MDF・表面:ｵﾚﾌｨﾝ

 既製廻り縁:ｔ9.0×40
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

既製塩ビ見切    ｽﾃﾝﾚｽﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ 25Φ取付

既製塩ビ見切
ｸﾛｽ･調湿ﾀｲﾌﾟ

ＷＣ部･ＷＣ

 木製野縁組み ガラス質複層板 ｔ12 ケイミュー軒天材ライト30同等品既製見切縁

記号

   天 井 伏 図

1
,0

0
0

■ 天井伏図凡例

1,700 1,700 1,700 1,700

Ａ Ａ ＡＡ

居室 ① 居室 ②

Ａ

 ｱﾙﾐ枠天井点検口･450×450(既製品)：取付位置については空調機及び､照明器具との取合い打合せによる

防火上主要な間仕切壁(各階共通)を示す

ＰＳ

倉 庫

ＰＳ

食
品
棚

750 500

5
0
0

5
0
0

500 500

7
5
0

6
0
0

7
5
0

5
,6

5
0

7
5
0

7
5
0

Ｃ

Ｃ

軒天･通気見切縁

軒天･通気見切縁

軒天･通気見切縁

軒天材ライト30用通気見切縁 BM2(ｔ0.4 L=1.820)×7ヶ処

A-35

吊戸棚取付用補強



図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

1/100

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y 6

Y 7

Y 8

Y 9

Y10

Y 1

Y 2

Y 3

Y 4

Y 5

Y 6

Y 7

Y 8

Y 9

Y10

X13 X14 X15 X16 X17X12X11X10X9X8X7X 6X5X4X3X2X 1

8
,3

7
0

2
,0

9
2
.5

2
,0

9
2
.5

4
,1

8
5

2
,0

9
2
.5

2
,0

9
2
.5

4
,1

8
5

8
,3

7
0

14,880

3,720 7,440 3,720

3,720 7,440 3,720

14,880

11,160

2,790 5,580 2,790

2,790 5,580 2,790

11,160

X13 X14 X15 X16X12X11X10X 9X8X 7X6X5X4

6
,5

8
0

1
,6

4
5

3
,2

9
0

1
,6

4
5

1
,6

4
5

3
,2

9
0

1
,6

4
5

4
5
0

1
,6

4
2
.5

3
0
2
.5

1,100 1,690 4,650 7,440

  Ｃ・ ( 2.092,5 × 4.650） ＝   9.730125 

 Ｄ・( 0.302,5 × 7.440)  ＝   2.2506

  Ｂ・ ( 1.690 × 1.642,5 ) ＝   2.775825

下 ： Ｅ・( 2.092,5 × 14.880 )＝  31.1364 

930

左 ： イ・( 1.100 × 8.370 ) ＝    9.207 

  ロ・ ( 1.690 ×  7.920 ) ＝  13.3848

  ハ・ ( 0.930 ×  8.370） ＝   7.7841 

右 ： ニ・( 3.720 × 6.580 ) ＝   24.4776 

5,580 2,790

Ｓ＝1／100１階 平面図 Ｓ＝1／100２階 平面図

下 ： Ｈ・( 1. 645×  11.160 )＝  18.3582 

左 ： ホ・( 2.790 × 5.650 )＝  15.7635 

Ｙ  方向 Ⅹ  方向 Ⅹ 方向 Ｙ 方向 

Ｘ Ｘ

Ｙ

Ｙ

方向

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

イ ロ ハ

ニ

ホ ヘ

上 ： Ａ・( 2.092,5 × 1.100 ) ＝   2.30175 

7
1
5

9
3
0

上 ： Ｆ・( 0.715 ×  5.580 ) ＝   3.9897 

  Ｇ・ ( 1.645 × 2.790 ) ＝  4.58955

■ １階：Ⅹ方向 1／4 端部床面積算定 ■ １階：Ｙ方向 1／4 端部床面積算定 ■ ２階：Ⅹ方向 1／ 4 端部床面積算定 ■ ２階：Ｙ方向 1／ 4 端部床面積算定

   壁 量 計 算 3-1 (四分 割 法 平 面 図) A-36

右 ： ヘ・( 2.790 × 6.580 ) ＝ 18.3582 

  計 ＝ 15.76 ㎡

  計 ＝ 18.35 ㎡計 ＝ 18.35 ㎡

  計  ＝  8.57 ㎡

 計  ＝  31.13 ㎡

    計  ＝  17.05 ㎡

  計  ＝  30.37 ㎡

  計  ＝  24.47 ㎡



図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

1/100

 1 F L

 設計 G L

1 0

3.5

 2 F L

3
,5

3
7

1
,3

5
0

2
,5

3
3

7
,4

2
0

 2 F L

6
0
0

1
,3

5
0

5
,4

7
0

7
,4

2
0

最高の高さ

3
,5

3
7

1
,3

5
0

2
,5

3
3

7
,4

2
0

9,620

500

6,580 1,790

8,370

2,790 11,160 930

14,880

16,130

3,040 12,160

750 2,290 500 11,160 500

930

6
0
0

1
,3

5
0

5
,4

7
0

7
,4

2
0

 1 F L

 設計 G L

最高の高さ

500

2
,9

3
7

2
,5

3
3

見付面積包絡線

Ａ

Ｂ

Ｂ ・ ( 9.620 × 2.937 )  ＝   28.25394

■ Ⅹ方向 見付面積算定表

イ

ロ2
,9

3
7

2
,5

3
3

    イ  ・  ( 12.160 ×  2.533 )  ＝  30.80128 

ロ ・ ( 16.130 × 2.937 )  ＝   47.37381

■ Ｙ方向 見付面積算定表

Ｘ Ｘ

Ｙ

方向

■ Ⅹ方向 見付面積算定結果表 ■ Ｙ方向 見付面積算定結果表

◇ 1階床面積  ＝  110.46 ㎡

◇ 2階床面積  ＝   62.95 ㎡

＜ 床面積 ＞

見付面積包絡線

7,930 1,690

750 6,580 600

    Ａ  ・ ( 7.930 × 2.533 )  ＝  20.08669 

  壁 量 計 算 3-2 (見 付 面 積 求 積 図) A-37

2  階  ・・ Ａ           ＝    20.08  ㎡

1  階  ・・ Ａ  ＋  Ｂ   ＝   48.34  ㎡

2  階   ・・  イ           ＝   30.80  ㎡

1  階  ・・ イ  ＋  ロ   ＝   78.17  ㎡

Ｙ



図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

1/100

2
,0

9
2
.5

2
,0

9
2
.5

4
,1

8
5

3,720 7,440 3,720

6
,5

8
0

1
,6

4
5

3
,2

9
0

1
,6

4
5

1
,6

4
5

3
,2

9
0

1
,6

4
5

7
07

9
3
8

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

X13 X14 X15 X16 X17X12X11X10X9X 8X7X6X5X4X3X2X 1

X13 X14 X15 X16X12X11X10X9X 8X7X6X5X4

0.93 0.93 0.93 0.93 0.93 0.930.93

0.930.930.93

0.930.93

0.93

0.
93

0.
93

0.
93 0.

93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
96

5

0.
96

5

0.93 0.93 0.93 0.93

0.93 0.93 0.930.93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.93 0.93

1.
86

1.
86

1.
86

1.
86

0.
93

0.
96

5

0.
93

2,790 5,580 2,790

2,790 5,580 2,790

壁 量 充 足 率の 算 定

計

シングル １を超えている

ダブル

シングル

ダブル

シングル

ダブル

シングル

ダブル

シングル

ダブル

シングル

ダブル

シングル

ダブル

シングル

ダブル

÷ =

÷ =

÷ =

÷ =

＝× 4. 0 0  
÷ =

÷ =

＝× 4. 0 0  

＝× 4. 0 0  
÷ =

＝× 4. 0 0  

＝× 4. 0 0  
÷ =

必 要 壁 量地 盤 割 増壁 量 係 数有効 面 積
位 置方 向階

上

下

左

右

必 要 壁 量 の 算 定
( m )

( m )( m/㎡ )( ㎡ )

( m )

存 在 壁量 の 算 定

( m )

算 定 式
壁 量充 足率 の判 定

( m )

算定 式

１

階

２

階

Ｘ

方

向

Ｙ

方

向

Ｘ

方

向

Ｙ

方

向

上

下

左

右

0.19

0. 19

0. 19

0. 19

0. 32

0. 32

0. 32

0. 32

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00

6. 51 2 6. 04
26.04  2 6. 04

5. 58 2 2. 32
22.32  2 2. 32

＝× 2.0 0 

5 .615 2 2.46

＝× 4. 0 0  

＝× 2.0 0 1. 86  3. 72

3. 72 1 4. 88
18.60  1 8. 60

＝× 4. 0 0  3. 72 1 4. 88
14.88 14 .8 8

2. 79 1 1. 16

＝× 2.0 0 3. 72  7. 44
18.60 18 .6 0

＝× 4. 0 0  

＝× 2.0 0 3. 72  7. 44

( ㎡ )

床 面 積
( m/㎡ )

係 数 地 盤 係 数 必 要 壁 量
( m )

( m )

Ｘ 方 向 Ｙ 方 向

見 付 面 積

( m/㎡ )

係 数

Ｘ 方 向 Ｙ 方 向

必 要 壁 量

( m )

1.00 62 .95 0.19

1.001 10 .46 0.32

 0.5

 0.5

21.0

49.0

3 1.0

7 9.0

10 .50

24 .50

15.50

Ｘ 方向 Ｙ方 向

15.50

( m )

必要壁 量の 決定

Ａ･Ｂ 比較値 の大 きい 値
( m )

存 在壁 量

Ｘ 方向 Ｙ 方向

Ａ･地震 力 に 対 す る床 面 積 当たり の 必 要 壁 量 Ｂ･風 圧 力 に 対 す る 見 付 面 積 当た り の 必 要 壁 量

２ 階 建

  １ 階

  ２ 階

∴ ＯＫ

１を超えている

∴ ＯＫ

１を超えている

∴ ＯＫ

１を超えている

∴ ＯＫ

１を超えている

∴ ＯＫ

１を超えている

∴ ＯＫ

１を超えている

∴ ＯＫ

１を超えている

∴ ＯＫ

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y 6

Y 7

Y 8

■ 四分割法判定表

存 在 壁 量 の 判 定 表

15.02 3.755
22.46  2 2. 46

1.10

0.93 0.930.93 0.93

0.
93

0.93
0.93 0.93

0.93

0.93

1.135

0.93 0.93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

3 .7 55  7. 51
29.97  2 9. 97

1.
79

0.
93

1.10

7. 78 3 1. 12
31.12  3 1. 12

1.
86

1.
86

39 .5039.50

52.22

Ｘ Ｘ

Ｙ

Ｙ

方向

0.93

11. 97

35. 35

1 1.97

3 5.35 91 .4 6

 階

0.93

52 .0 8

　１ 階： 筋か い位 置図

　２ 階： 筋か い位置 図

   壁 量 計 算 3-3 (耐力 壁 検討･壁 量 算 定)

( イ ) ( ロ ) 当 該 軸 組 長 さ(m) ( イ) ×( ロ )軸組 長 さ (m)

倍

率

１ 階 ２ 階 １ 階 ２ 階

Ｘ 方 向 Ｙ 方 向 Ｘ 方 向 Ｙ 方 向 Ｘ 方 向 Ｙ 方 向 Ｘ 方向 Ｙ 方 向

合 　 　 　 計

判 　 　 　 定 OK OK O K OK

存 在 壁 量 の 算 定 表

 52. 229 1. 46 5 2.0 8

第 46条 (構 造 耐 力 上 必 要 な 軸 組等)よ り

4.5cm×9.0cmの 木 材の 筋 か い

上 記 の 筋 か い を た す き 掛 けに 入 れ たも の

2.0 1. 86  3.721 1. 16 22.32

 7. 475 29.9022 .8 65 9 1. 4612.09 48.3 6( 2)× 2

上
下

筋かい：45 × 90

筋かい：45 × 90（タスキ掛け）

筋かい凡例 ※地震力に対する床面積当たりの必要壁量の検討

              1階・26 ㎝／㎡ 

            2階・18㎝／㎡                 2階・19 ㎝／㎡  

 1階・32 ㎝／㎡ 

■ 表計算ツール：屋根･金属板葺き､壁･サイディング ＜  ■ 早見表：屋根･金属板葺き､壁･サイディング

※ 早見表数値により検討

A-38

※ 筋かいの交差部：欠き込み無し

  8.57 1.63 1.63 11 .41

 18.35 3.49 3.49 4 .26

 15.76 3.00 3.00 6 .20

 18.35 3.49 3.49 6.43

 17.05 5 .7 0

 31.13

5.46

9.97 9.97 2 .6 1

 30.37 9.72 9.72 2 .29

 24.47 7.83 7.83 3 .82

5.46

0.
86

0.
96

5

1 9. 46

 7.5 1  1 5.02

 7 7. 84

 9 2. 86

92.86

0.
96

5



図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

N T S

930 930

ｔ２.３

１６０

２
８

０筋かいプレート

ＢＰ－２

【寸法・形状】

角根平頭ボルト Ｍ１２

小型角座金 Ｗ２.３×３０

六角ナット Ｍ１２

スクリュー釘 ＺＳ５０

柱

横架材

筋かい

L=50 4.5φ

７本(平打ち)

筋かいﾌﾟﾚｰﾄ t=2.3 (BP-2) 当て

各根平頭ﾎﾞﾙﾄ(M12)締め

釘打ち

ｽｸﾘｭ-釘 ｽｸﾘｭ-釘

L=50 4.5φ

５本(平打ち)

L=50 4.5φ

５本(平打ち)

ｽｸﾘｭ-釘

横架材及び柱に突付け

柱
筋かい
４５×９０

土台

基礎

筋かいプレート
ＢＰ－２

筋かい 45以上 x 90以上の木材 二

【使用接合具】

０．９３ｍ　～　１．８６ｍ

片筋交：断面･45×90

たすき掛け筋交：断面･45×90

柱

土台土台

柱

軒桁

たる木
タル木どめⅡ

横架材

　　（両面当て）

ZN-40  4本

Joint ビス　TB-45  5本

ビス　TB-45  5本

オメガ短冊スリム10

※ 垂木の接合方法 

※ 筋かい 45以上 x 90以上の木材 

筋かいプレート

【寸法・形状】

１
２

０

１２０

４５

ｔ１.６

《第一－ニ》

《第一－ニ》 【使用接合具】

平頭座金付きボルト     Ｍ１２

六角ナット

皿頭スクリュー釘      ＢＮ－６０

     Ｍ１２

太め釘      ＺＮ４０

■ 筋かいの端部の接合方法(金物参考図) 

横架材

筋かい筋かい

筋かい筋かい

柱

筋かいボックス
ＢＢ－２

横架材

筋かいボックス
ＢＢ－２

筋かいボックス
ＢＢ－２

筋かいボックス
ＢＢ－２

ニ

ニ

ＢＢ－２

   筋 か い の 端 部 の接 合 方 法 参考 図 A-39



図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月
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0.93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

1.
79

0.
93

1.10

0.93 0.93 0.93 0.93

0.93 0.93 0.930.93

0.
93

0.
93

0.
93

0.
93

0.93 0.93

1.
86

1.
86

1.
86

1.
86

0.
93

0.
96

5

0.
93

0.93 0.930.93 0.93

0.
93

1.
86

1.
86

ろ

ろ

ろ

ろろ

と と

とと

ととと

ろろ

ろ

ろ

ろろ

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y 6

Y 7

Y 8

Y 9

Y10

Ｘ Ｘ
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方向

１階 柱伏図
２階 柱伏図

   柱  伏  図
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管柱(杉1等材)位置：105 × 105

管柱(杉1等材)位置：120 × 120

通シ柱(桧1等材)位置：120 × 120

上
下

筋かい：45 × 90

筋かい：45 × 90（タスキ掛け）
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□ Ｎ値計算法

※ 柱脚･柱頭接合方法の検討

■ 告示（平12建告 第1460号 第2号イ）の仕様

930 930 930 930 930 930 930 930 930 930 930 930
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9
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9
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柱伏図(柱脚・柱頭接合部仕様) 凡例

A-40

と
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図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

   柱 の 接 合 補 強 仕 様 N T S

金　物

ろ

柱の位置

壁、筋かいの種類

平屋または最上階

出隅の柱 その他の軸組端部の柱

その他の部分（２階建ての１階部分）

上階＝出隅の柱
当該階＝出隅の柱

上階＝出隅の柱
当該階＝出隅の柱

上階＝出隅の柱
当該階＝出隅の柱

木ずりその他これに類する

ものを柱及び間柱の片面ま

たは両面に打ち付けた壁

短ほぞ差し

い

短ほぞ差し

い

短ほぞ差し

い

短ほぞ差し

い

短ほぞ差し

い

厚さ1.5cm以上×幅9cm以上

の木材、または径9mm以上

の鉄筋の筋かい

長ほぞ差し

Ｌ字金物
短ほぞ差し

い ろ

長ほぞ差し

Ｌ字金物
短ほぞ差し

い

短ほぞ差し

い

の木材の筋かい

厚さ3cm以上×幅9cm以上
筋かい下部が
取り付く柱の場合

左以外の柱の場合

長ほぞ差し

Ｌ字金物

長ほぞ差し

Ｌ字金物

長ほぞ差し

Ｌ字金物

ろ

羽子板ボルト

短ざく金物

ろろ に

筋かい下部が
取り付く柱の場合

左以外の柱の場合

長ほぞ差し

Ｌ字金物

ろろ

長ほぞ差し

Ｌ字金物

ろろ

長ほぞ差し

Ｌ字金物

ろろい

短ほぞ差し

羽子板ボルト

短ざく金物

に

長ほぞ差し

Ｌ字金物

長ほぞ差し

Ｌ字金物

ろろろろ い

短ほぞ差し

厚さ1.5cm以上×幅9cm以上

の木材の筋かいをたすき掛

または9mm以上の鉄筋の筋

かいをたすき掛け

羽子板ボルト

短ざく金物

（ｽｸﾘｭｰ釘なし）

に

長ほぞ差し

Ｌ字金物

長ほぞ差し

Ｌ字金物

ろろろろ

１．５ｔホールダウン

と

Ｔ 字 金 物

Ｖ 字 金 物

は

長ほぞ差し長ほぞ差し

Ｌ  金 Ｌ字金

ろろろろ

筋かい下部が
取り付く柱の場合

左以外の柱の場合

Ｔ 字 金 物

Ｖ 字 金 物

は

羽子板ボルト

短ざく金物短ざく金物

ほ

長ほぞ差し

Ｌ字金物

長ほぞ差し

Ｌ字金物

厚さ4.5cm以上の幅9cm以上

の木材の筋かい 金　物

１．５ｔホールダウン

と

Ｔ 字 金 物

Ｖ 字 金 物

長ほぞ差し長ほぞ差し

Ｌ  金 Ｌ字金

は ろろろろ

構造用合板を打ち付けた壁 羽子板ボルト・短ざく金物
長ほぞ差し

Ｌ字金物

長ほぞ差し

Ｌ字金物

長ほぞ差し

Ｌ字金物

ろろ

金　物

２．０ｔホールダウン

ち は

Ｔ 字 金 物

Ｖ 字 金 物金　物

へ

１．０ｔホールダウン

厚さ3cm以上×幅9cm以上の

木材の筋かいをたすき掛 金　物

１．５ｔホールダウン

と

Ｔ字金物・Ｖ字金物

は

金　物 金　物

２．５ｔホールダウン １．５ｔホールダウン

り と

羽子板ボルト

短ざく金物短ざく金物

に

（スクリュー釘なし）

（スクリュー釘なし）

厚さ4.5cm以上の幅9cm以上

の木材の筋かいをたすき掛 金　物

１．５ｔホールダウン

と

羽子板ボルト・短ざく金物

（スクリュー釘なし）

に

１．５ｔホールダウン

金 物×２ 個 金　物

２．０ｔホールダウン

ちぬ

金　物

１．５ｔホールダウン

と

ほ

（スクリュー釘なし）

（スクリュー釘なし）

柱 の 接 合 補 強

ろろろろ

かすがい

短ほぞ差し
（は）に準ずる

Ｖ字金物　厚2.3mm

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（柱）

（上部） （下部）

Ｖ字金物　厚2.3mm

鉄丸釘4本平打ち（柱）
長さ9cmの太め

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（横架材）

長さ9cmの太め
鉄丸釘4本平打ち（横架材）

い ろ は

ほに

厚4.5mm、40mm角の角座金
を介してナット締め(横架)

羽子板ﾎﾞﾙﾄ厚3.2mmの
鋼板に径12mmのﾎﾞﾙﾄを
溶接した金物

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め（柱）

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め(柱)

短ざく金物　厚3.2mm

径12mmのボルトを溶接した金物

基　礎

羽子板ボルト厚3.2mmの鋼板に

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め

を介してﾅｯﾄ締め（横架材）
厚4.5mm、40mm角の角座金

長さ50mm、径4.5mmの
径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め(柱)

ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱）

を介してナット締め（横架材）
厚4.5mm、40mm角の角座金

羽子板ボルト厚3.2mm
の鋼板に径12mmのﾎﾞﾙﾄ
を溶接した金物

長さ50mm、径4.5mmの
ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱）

短ざく金物 厚3.2mm

※上記のＶ金物に替えて、スリムプレート( CP-T 相当)使用も可

径12mmのﾎﾞﾙﾄ締め(柱)

径12mmのボルト締め
長さ50mm、径4.5mmの

厚4.5mm、40mm角の角座金
を介してナット締め（横架材）

羽子板ボルト厚3.2mmの鋼板に
径12mmのボルトを溶接した金物

ｽｸﾘｭｰ釘打ち（柱）

基　礎

鋼板添え板に止め付けた

横架材など）
径16mmのボルト

厚3.2mm

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力1t）

径12mmのﾎﾞﾙﾄ2本（柱）

へ

径12mmのボルト3本（柱）

厚3.2mm

径16mmのボルト

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力1.5t）

（上部） （下部）

径12mmのボルト3本（柱）

厚3.2mm

径16mmのボルト

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物（耐力1.5t）

鋼板添え板に止め付けた

径12mmのボルト

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物
（耐力1.5t）厚3.2mm

径16mmのﾎﾞﾙﾄ(土台を除く)

3本（柱）

と ち

厚3.2mm

（耐力2.0t）

※接合方法は（と）に準ずる

径12mmのボルト４本

り

厚3.2mm

（耐力2.5t）

※接合方法は（と）に準ずる

径12mmのボルト５本

ぬ

使ったもの

（と）を２個

（建設省告示１４６０号）

特記：使用金物類は、日本住宅・木材技術センターのＺマーク表示金物相当品とする事。
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図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

N T S

通し柱

短冊金物Ｓ

１２０

ＰＢ－３３

ＰＢ－３３

ＰＢ－４２

ＳＭ－４０

ＳＭ－４０

通し柱

ひら金物ＳＭ－１２
筋かい 柱

筋かい

内外
４００

Ｌ

Ｌ：２１０，２４０，２７０，３００，３４５

隅通し柱

六角ボルトＭ１２

ＳＭ－１２

ＳＴ－９

ＳＴ－１２ ＳＴ－１５

４０

２０

４０

ＰＢ－４２
ＳＦ（左ひねり）

１００

１７５

５０

垂木

軒桁

ＳＳ　軒先側の取付け例 ＳＳ　棟側の取付け例

かど金物

ｅ２
ｅ１

ＳＦ（右ひねり）

ＣＰ・ＬＣＰ・Ｔ

７５

２５

右ひねり

ＣＰ・Ｌ

７０ 山形プレート

ＣＰ・Ｔ

軒桁

筋かい

柱

角座金

羽子板ボルト
ＳＢ・Ｅ

通し柱

左ひねり

２
０

垂木

軒桁

ひねり金物
ＳＴ－９、ＳＴ－１２

垂木

桁

ｅ１＝ｅ２

（ａ） （ｂ）

※床梁に水平にする事。

筋かい
柱

柱

土台

１３０

柱
筋かい

土台

０.９ｍ　～　１.８ｍ

０．９ｍ　～　１．８ｍ

１
６

０

１６０

２
８

０

筋かい

筋かい

９９０

通し柱

三角火打金物

１
２

０

１２０
４５

１，０００

筋かいプレート

Ｌ 羽子板ボルト
ＳＢ・Ｅ

羽子板ボルト
ＳＢ・Ｅ

羽子板ボルト
ＳＢ・Ｅ

４
０

９０

【寸法・形状】

【使い方】

【寸法・形状】

【使い方】

【使い方】

【寸法・形状】

【用途】 通し柱と胴差の取合い

【用途】 垂木と軒桁又は、母屋との接合

【用途】 かど金物と同様の用途

【使い方】

【用途】 小屋梁と軒桁、梁と柱、軒桁と柱、胴差と通し柱
　　　　の連結

【寸法・形状】

【寸法・形状】

【用途】 筋かいを柱と横架材に同時に接合

【用途】 筋かいを柱と横架材に同時に接合

【使い方】 筋かい断面寸法４５㎜×９０㎜に使用する。

【使い方】 筋かい断面寸法４５㎜×９０㎜に使用する。

ニ

ハ

ニ

ニ

（は）

《第二表三－（は）》

《第二表三－（に）、（ほ）》

《第一－ニ》

《第一－ハ》

【寸法・形状】 【用途】 玄関の独立柱等の柱脚支持

【使い方】

【寸法・形状】

【使い方】

【用途】 ひねり金物と同様の用途 【寸法・形状】 【用途】 床組及び小屋組の偶角部の補強

【寸法・形状】

【使い方】

【用途】 １、２階管柱の連結・胴差相互の連結等 【寸法・形状】

【使い方】

【用途】 ひねり金物と同様の用途 【寸法・形状】

　　　　の一体化。通し柱と横架材、梁と横架材の一体化

【用途】 床組及び小屋組の偶角部の補強。基礎・土台・柱

【使い方】 筋かい断面寸法３０㎜×９０㎜に使用する。

【用途】 筋かいを柱と横架材に同時に接合【寸法・形状】【用途】 引張りをうける柱と土台・横架材の接合

【使い方】

【寸法・形状】

（ろ） （は）

《第二表三－（ろ）》 《第二表三－（は）》

【寸法・形状】

【使い方】

【用途】 ＳＭ－１２→かすがいと同様の用途

　　　　ＳＭ－４０→管柱の連結等

【寸法・形状】

Ｌ

種類･記号 形状･寸法(単位mm) 使用接合具 用途･使い方 種類･記号 形状･寸法(単位mm) 使用接合具 用途･使い方 種類･記号 形状･寸法(単位mm) 使用接合具 用途･使い方

短冊金物

ひら金物

ＳＭ－１２

ＳＭ－４０

かね折り金物

ＳＡ

ひねり金物

ＳＴ

(右ひねりのみ)

M12x115
全ねじボルト

太め釘

六角ボルト
M12x110

六角ボルト

Ｍ１２
六角ナット

角座金

スクリュー釘

太め釘

六角ボルト

六角ナット

角座金

スクリュー釘

Ｍ１２

Ｍ１２

太め釘

折曲げ金物

左ひねり)
(右ひねり及び

くら金物

かど金物

山形プレート

羽子板ボルト

太め釘

太め釘

太め釘

六角ボルト

六角ナット

角座金

スクリュー釘

筋かいボックス

筋かいプレート

筋かいプレート

三角火打金物

火打金物 角座金

六角ナット

六角ボルト

平釘

小型角座金

六角ボルト

六角ナット

角座金

羽子板ボルト

角根平頭ボルト

小型角座金

六角ナット

太め釘

角根平頭ボルト

小型角座金

六角ナット

スクリュー釘

太め釘

皿頭スクリュー釘

六角ナット

平頭座金付き

　　　ボルト

８５ ９０

２
２

０
２

０
０

９０

４０ ９０

柱 柱

鋼管

２
５

０
９０

８
５

柱脚金物
ＰＢ－３３

柱脚金物
ＰＢ－４２

独立基礎 独立基礎

８
０

垂木

軒桁

折曲げ金物ＳＦ 折曲げ金物ＳＦ

軒桁

垂木

ｔ２.３

６５
梁

胴差

胴差

２階床梁

根太

７００
７

０
０

４
０

Ｌ

Ｌ：３００，３３０，３６０，３９０，４２０，４５０

横架材

１
８

くら金物 くら金物

軒桁

垂木

（踏張り　材面より７６０）

認定番号　ＨＷ９６－１２－２８

梁 横架材
柱

三角火打金物

横架材

柱

土台

基礎

２
５

２
５

柱 横架材

１２０㎜

羽子板ボルト

横架材

２
０

０

１５０

２
５

２
０

０

１５０

２
５

２５

筋かい

横架材
隅柱

土台

アンカー

柱 柱

土台
かど金物

柱

ＣＰ・Ｔ
かど金物

ＣＰ・Ｌ
かど金物

ｔ１.６

横架材
筋かい

基礎

筋かいプレート

筋かいプレート

ハ

かね折り金物ＳＡ

スクリュー釘ＺＳ５０

胴差

５
０

１
１

５

土台

基礎

柱

ｔ２.３

基礎

９０，１２０

ひねり金物

１３０

Ｌ：２８０，３１０，３４０，３７０，４００，４３０
ＳＢ・Ｅ

Ｍ１２

梁受材（胴差）

床梁

小屋梁

軒桁

羽子板ボルト
ＳＢ・Ｅ

胴差
胴差

ｔ１.６

柱

筋かいボックス

横架材

横架材

筋かいボックス

筋かい

筋かいボックス

筋かいボックス

筋かい

ＳＢ－Ｅ

ひら金物
ＳＭ４０

ＰＢ－３３
ＳＦ

ＺＮ４０ ＨＢ

Ｍ１２

Ｍ１２

Ｗ４．５ｘ４０

Ｗ２．３ｘ３０

ＺＦ５５

Ｓ

Ｍ１２

Ｗ４．５ｘ４０

ＺＳ５０

ＳＳ ＺＮ４０

Ｍ１２

Ｍ１２

Ｗ４．５ｘ４０

ＺＮ６５
ＣＰ・Ｌ

ＣＰ・Ｔ
ＺＮ６５ ＢＰ

Ｍ１２

Ｗ２．３ｘ３０

Ｍ１２

ＺＮ６５

Ｗ４．５ｘ４０

ＺＳ５０

ＶＰ
ＺＮ９０

８本

ＢＰ－２

Ｍ１２

Ｗ２．３ｘ３０

Ｍ１２

ＺＳ５０

ＺＮ４０ ＳＢ・Ｅ

Ｍ１２

Ｍ１２

Ｗ４．５ｘ４０

ＺＳ５０

ＢＢ－２

Ｍ１２

Ｍ１２

ＢＮ－６０

ＺＮ４０

（踏張り　材面より７００）

ＳＭ－１２

ＢＰ

３０×９０

３０×９０

勾配 5/10 

以上 ４０

ＢＢ－２

ＢＢ－２ ＢＢ－２

ＢＢ－２

ＢＰ－２

４５×９０

ＶＰ

ＣＰ・Ｌ

ボルトＡ
ＣＰ・Ｔ

ＢＰ

ＳＳＳＳ

（右ひねり） （左ひねり）

三角火打金物

柱脚金物

ＰＢ－４２

《第二表三－（に）、（ほ）》

《　　　》は建設省告示第１４６０号の該当項目を示す

  Ｚ マ ー ク 表示 金 物・ Ｚ マ ー ク 同 等 認定 金 物 参 考 図 2-1

２０

１５０

■ Ｚマーク表示金物及びＺマーク同等認定金物 接　合　金　物  仕  様

ｔ 4.5

ｔ 4.5

ｔ 3.2

ｔ 2.3
ｔ 2 .3

ｔ 3.2

ｔ 1 .6ｔ 1.6 ｔ 1.6

ｔ 1.6

ｔ 1.2

ｔ 2.3 ｔ 2 .3

ｔ ２.３

ｔ ３.２
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図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

N T S  Ｚ マ ー ク 表示 金 物・ Ｚ マ ー ク 同 等 認定 金 物 参 考 図 2-2

【寸法・形状】

【使い方】

【使い方】

【用途】 柱と基礎（土台）又は管柱相互

【使い方】

【用途】 柱と基礎（土台）又は管柱相互

　　　　の緊結

【寸法・形状】

【寸法・形状】

【使い方】

【用途】 柱と基礎（土台）又は管柱相互

　　　　の緊結

　　　　の緊結
【寸法・形状】

【寸法・形状】《第一－ホ》

《第二表三－（へ）、（と）》

《第二表三－（ち）、（り）》

ホ

《第二表三－（ち）、（り）》

《第二表三－（へ）、（と）》

《第二表三－（い）》

ス
ク
リ
ュ

ー
釘

六
角
ボ
ル
ト・
六
角
ナ
ッ
ト

平
釘

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

角
座
金

ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
金
物
（
引
き
寄
せ
金
物
）

柱

土台

筋かい
９０×９０

基礎

８０

ＨＤ－Ｂ１５

ＨＤ－Ｂ２０ ＨＤ－Ｂ２５

ＨＤ－Ｎ１０ＨＤ－Ｎ５

ｔ６ ４０

２
０

０
６

９

５０

ＨＤ－Ｂ１０

柱

土台

基礎

柱

土台

基礎

Ｓ－ＨＤ１０ Ｓ－ＨＤ１５

Ｓ－ＨＤ２０ Ｓ－ＨＤ２５

ｔ６

６
９

５０

４０

２
９

０

ｔ６

６
９

５０

４０

３
８

０

ｔ６

６
９

５０

４０

４
７

０

筋かいボックス
ＢＢ－３３

アンカーボルト

アンカーボルト

19

24
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.5
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6

6.8
3.4
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φ14
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φ18
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右ひねり
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φ6
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1
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40

Ｌの表はＭ１２と同じ

Ｌ：６００，７００，８００，９００，１０００

Ｌ：４００，４５０，５００

アンカーボルト
Ｍ１６

アンカーボルト
Ｍ１６

3-5.2Φ
1-13.5Φ

1-13.5Φ

3-5.2Φ

1-13 .5Φ
3-5.2Φ

3-5 .2Φ

24

《　　　》は建設省告示第１４６０号の該当項目を示す

筋かいボックス

ＢＢ－３３

種類･記号 使用接合具 用途･使い方 種類･記号 形状･寸法(単位mm) 使用接合具 用途･使い方 記号 形状･寸法(単位mm) 種類 記号 形状･寸法(単位mm)

ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
金
物
（
引
き
寄
せ
金
物
）

ＨＤ－
Ｂ１０

ＨＤ－

ＨＤ－

ＨＤ－

ＨＤ－

ＨＤ－

ＨＤ－

ＨＤ－

ＨＤ－

Ｂ１５

Ｂ２０

Ｂ２５

Ｎ５

Ｎ１０

Ｎ１５

Ｎ２０

Ｎ２５

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

ＨＤ１０

ＨＤ１５

ＨＤ２０

ＨＤ２５

梁
受
け
金
物

丸
座
金

小
型
角
座
金

太
め
釘

か
す
が
い

ＺＳ５０

Ｃ１２０
Ｃ１５０

ＺＮ４０
ＺＮ６５
ＺＮ９０

Ｍ１２

Ｍ１６

Ｍ１２ｘ１１５
Ｍ１２

Ｍ１２

ＺＦ５５

Ａ

Ａ－６０
Ａ－７０

Ｍ１６Ｗ

Ｗ４．５ｘ４０

Ｗ６．０ｘ５４
Ｗ９．０ｘ８０

Ｗ２．３ｘ３０

ＲＷ９．０ｘ９０

ボ
ル
ト

座
金
付
き

ボ
ル
ト

六
角
袋
ボ
ル
ト

全
ね
じ
ボ
ル
ト

角
根
平
頭

か
す
が
い

手
違
い

許容耐力
(ｋｇｆ)

許容耐力
(ｋｇｆ)

角根平頭ボルト

ＡＬＣ
座金付きナット

２個
Ｍ１２

皿頭スクリュー釘
ＢＮ－６０

２５本

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

又は

ＣＣ１２０
ＣＣ１５０

(右ひねり及び
左ひねり)

ラグスクリュー

(２－ＬＳ１２)

皿頭スクリュー釘

ＢＮ－６０
１２本

ラグスクリュー

(２－ＬＳ１２)

皿頭スクリュー釘
ＢＮ－６０

ラグスクリュー

(２－ＬＳ１２)

皿頭スクリュー釘
ＢＮ－６０

１４本

１６本

 １５０

x１８０

用

用

用

 １５０

x２１０

 １５０

x２４０

９０
１３０

２
２

０

５０

２０

２０

引き寄せ金物

貫

引き寄せ金物
Ｓ－ＨＤ１５

（と）

２０

２０

８０

８０８０

２
２

０ ３
１

０

８０８０

８０
８０

４
１

０

４
０

０
３

１
０

４
１

０

８０
８０

８０
８０

８０
８０ ８０

４
０

０

５
６

０

５
８

５

８０ ８０ ８０

ＨＤ－Ｎ２０ＨＤ－Ｎ１５ ＨＤ－Ｎ２５

引き寄せ金物
ＨＤ－Ｂ１５

（と）

柱
土台

基礎

アンカーボルト
Ｍ１６

柱（上階）

胴差
（床梁）

柱（下階）
六角ボルト

Ｍ１６

引き寄せ
金物

（へ）

アンカー
ボルト

ＺＮ９０
太め釘

ＨＤ－Ｎ２０
引き寄せ金物

柱

土台

基礎

アンカーボルト
Ｍ１６アンカー

ボルト
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34.59 ／ 7  ＝ 4.94
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・10 d ／  h － 1.0よ り ＝  10.0 ×  2.830 ／ 4.557 －  1.0 ＝  5.21   ∴ Ａ  ＝ 3.0   開口 面積 にて 算定

10／AW：1.640  ×  1.17  × 1.0  ＝ 1.91
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㈱  那  須 設  計 令和7年4月
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設 計 G L

ﾃﾗｽ屋根ｱｰﾙ型:熱線遮断ﾎﾟﾘｶ(既製品)

ﾃﾗｽ屋根柱･75×75(既製品)

ﾃﾗｽﾃﾞｯｷﾕﾆｯﾄ (既製品)

ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ=120

砂利地業 (ｔ＝ 120･再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)

 1  F L 1  F L

テラスデッキ

ダイニング

犬走ﾗｲﾝ

ﾃﾗｽ柱:既製品(75×75)

キッチン
リビング 居室 ① 居室 ②

（
犬
走

 D
＝

2.
20

0）

ﾃﾞｯｷ束(既製品)･75×75

（ﾃﾞｯｷﾃﾗｽ 長さ L＝11.702）

（犬走 L）

※ ﾃﾗｽﾃﾞｯｷﾕﾆｯﾄ(既製品使用)

車止めバー

設計  G L

設計  G L

・カラーバリエーション：打合せによる

・屋根材仕様：ポリカーボネード板､雨樋共

・サイズ（L × D)・5.768 × 2.099 

・基準風速：積雪 － 38m／秒  25㎝相当

・其の他､金物：外部コンセント､車止めバー

基礎・850×850 H＝550

基礎・850×850 H＝550

車止めバー

■ サイクルポート仕様

ﾀﾃ･ﾖｺ筋共 D13～＠200

Ｓ＝ 1／ 40サイクルポート詳細図Ｓ＝1／40テラスデッキ廻り詳細図

※ サイクルポート

105×120
ﾃﾗｽ屋根受材

ﾃﾗｽ屋根柱･75×75(既製品)

■ テラス屋根仕様

・基準風速：積雪 － 36m／秒  600N/㎡

・サイズ（L × D)・10.795 × 1.865 ロング柱仕様

・カラーバリエーション：打合せによる

■ テラスデッキ仕様

・屋根材仕様：熱線遮断ポリカ､雨樋共

・サイズ（L × D)・11.702 × 1.520  Ｓタイプ 

                       束､大引､根がらみ・アルミ形材

・カラーバリエーション：打合せによる

・設置高さ：打合せによる

・物干し金物：吊り下げ式 上下可動式 4セット

屋根:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ板

柱基礎・500×500 H＝550  5ヶ処

砂利地業 (ｔ＝ 150･再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)

砂利地業 (ｔ＝ 150･再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)

砂利地業
 (ｔ＝ 120･再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)

 外 部 ・ 部 分 詳 細 図

・YKK テラス屋根ソラリア：アール型　同等品

・YKK デッキユニット：リウッドデッキ 200 ＥＧ 同等品

・YKK サイクルポート アリュース Ｚ ミニ 750タイプ 同等品

120

( 2階胴差 )

1階の軒高

ﾀﾃ･ﾖｺ筋共 D13～＠200

20
0

1
20

12
08

0

900
ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金ｺﾞﾃ仕上

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
砂利地業 (ｔ＝ 120)

設計 G L

※ ＬＰＧ置場 詳細図

       J 29 ・ 29 － 21

A-46
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工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

 外 構 図 3-1 1/100

3
,3

2
5

6,385

150

6
,0

0
0

150 2,350 150 2,350 150 2,500 150

400

400

800

150

1
50

1
5
0

150

150

道路境界線 = 5.0
63

1.74
3

1.891
2.041

2.228 2.006 道路境界線 = 8.797

27
0

1.
82

4
2.

12
6

2.
57

2
2.

94
3

河
川

境
界

線
=
4.426

(道路中心線) 前面道路(42条1項3号道路)
(道路中心線)

3.684

673

世
界

測
地

系
真

北

Ｎ

橋(てらだばし)

＜河川(田辺川)＞

道
路

幅
員

＝
6 .

65
0

河川幅＝

  道
路
幅

員
＝

6.650

現況ガードレール位置

現況電柱位置

隣
地

境
界

線

CO
B 

4段
積

み
　

L=
8.

00
0

CO
B 

3 段
積

み
　

L=
9.

46
0

AR
フ

エ
ン

ス
 H

=1
.5

00
 L

=1
7.

30
0

隣地境界線

COB ３段積み　L=21.920

ARフエンス　H=1.500 L=21.900

ARフ
エ

ン
ス

　
H=1.500 L=15.060

COB　
３

段
積

み
　

L=15.030

コンクリート土間　t=150

溶接金網入り　6Φ-@100

溶接金網入り　6Φ-@100

凡例

　±0　  -30  

  -45  

  -45  

  -45  

  -45  
  -60  

  -100  

  +120    +120    +100    +100  

  +80    +80  

  +80  

　±0　

  -60  

  -120  

　±0　

  -110  

  -110  

A=30.28m2

A=78.66m2

A=18.47m2

A=28.82m2

A=28.82m2

A=51.04m2

A

A

B

G.T

  -120    -20  
  +45  

  +165  

  +145  

  +180  

  -20  

  -75  
  -130  

  -90  

  -360  

  -410  

  -50  
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図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月
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　　T-14鋼製グレーチング

再生ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ地業

鉄筋：SD295A-D10

D10-@200

　　T-14鋼製グレーチング

再生ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ地業

鉄筋：SD295A-D10

600*590*38(620*620*50)

1
5
0

1
5
0

150

防草シート敷

1
5
0

500
4
5
0

4
5
0

1
0
0

固定ピン

固定ピン

1/10 1/10

　コンクリート舗装　150　　

1/20

1/20

1/30法面保護.防草シート図　　砕石敷き均し図　　溝型砕石敷き均し図　　

排水桝図　A

目地板

排水桝図　B

現況法面土羽整形

再生クラッシャーラン

再生クラッシャーラン

再生クラッシャーラン

現況擁壁

カネソウ　QXCL3332-a-Z

カネソウ　QXCL5538-a-Z
同等

同等

400*395*32(420*420*44)

1,800

9
0
0

22°37′

最大法勾配

最
大

高
低
差

最大角度26°33′

コンクリート砕石敷均しΦ20

コンクリート砕石敷均しΦ20

サンコン工業　NSP-120B同等

防草シートt=0.8

GFワッシャーグリーン
150mmコ型ピン止め

※防草シートt=0.8張り

サバーン防草シート350G 同等

突付目地 突付目地

コンクリート　F=24N/mm2  SL=8cmコンクリート　F=24N/mm2  SL=8cm

金鏝仕上げ 金鏝仕上げ

　コンクリート舗装　70　　

ｺﾝｸﾘｰﾄ：FC24N-15

ｺﾝｸﾘｰﾄ：FC24N-15

面鏝仕上

t=0.8

プライムコートPK-3 プライムコートPK-3

防草シートt=0.8
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図 面 番 号
工事名称

図面名称

管理建築士 管理技術者 設計者

青 島 学 園 地 域 小 規 模 児 童 養 護 施 設 新 築 工 事
設計

年月

縮尺

検
図

   第   L-65   号

    第  298693  号

    第  298693  号設 計 者 　 　 　  一 級 建 築 士 登 録 　厨 子  幸 治

管 理 建 築 士 　 一 級 建 築 士 登 録 　 厨 子  幸 治

一 級 建 築 士 事 務 所 　      宮 崎 県 知 事 登 録

宮崎市松橋 1-8-1

代 表 取 締 役 　 那 須 　 裕 子

 TEL  0985 (22) 3111

㈱  那  須 設  計 令和7年4月

 外 構 図 3-3
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（　）内は芯線径を示す。

パネル斜視図

胴縁斜視図
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（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)
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ARフエンス図 ARフエンス　両開扉図1/20 1/20
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再生ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ地業

鉄筋：SD295A-D10

再生ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ地業

鉄筋：SD295A-D10

D10

ｺﾝｸﾘｰﾄ：FC18N-15

ｺﾝｸﾘｰﾄ：FC18N-15
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